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「兵庫・憲法県政の会」検索！ 

 

「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
は
１
月
26
日
、
新
長
田
勤
労
市
民
セ

ン
タ
ー
で
「
住
民
主
人
公
の
地
方
自
治
を
考
え
る
」
学
習
・
交
流
集
会

を
開
き
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

夏
の
知
事
選
挙
に
向
け
て
、
地
方
自
治
の
あ
り
方
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
各
地
、
各
分
野
の
要
求
を
交
流
し
、
「
学
び
を
力
」
に
地
域
、
職

場
で
が
ん
ば
ろ
う
と
の
決
意
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

の
り(

憲)
 

 

の
り(

法)
 
 

 
 
 

コ
ラ
ム 

関
西
原
水
協
学
校
に
参
加
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。
関
西
で
原
水
爆
禁

止
運
動
を
リ
ー
ド
す
る
面
々
、
全
国

の
運
動
を
牽
引
す
る
方
々
の
話
は
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。 

原
水
爆
禁
止
運
動
の
到
達
に
つ

い
て
改
め
て
学
び
、
核
兵
器
廃
絶
は

本
当
に
手
の
届
く
所
ま
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。
こ
の
運

動
に
関
わ
り
だ
し
て
４
年
。
毎
年
大

き
く
前
進
し
て
い
く
運
動
に
「
世
の

中
は
変
わ
る
」
と
い
う
確
信
を
も

ら
っ
て
い
る
。
今
回
も
２
０
１
５
年

に
核
兵
器
禁
止
条
約
を
締
結
す
る
と

い
う
目
標
は
決
し
て
夢
物
語
で
は
な

い
と
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
核
兵
器
の

非
人
道
性
、
放
射
能
の
恐
怖
、
戦
争

か
ら
対
話
へ
と
変
化
す
る
世
界
、
ど

の
側
面
か
ら
見
て
も
核
兵
器
と
人
類

が
共
存
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
だ
。 

広
島
、
長
崎
、
ビ
キ
ニ
、
福
島

と
４
度
に
渡
る
放
射
能
被
害
を
受
け

た
日
本
に
は
、
運
動
の
先
頭
に
立
つ

責
任
が
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
日

本
政
府
の
な
ん
と
情
け
な
い
こ
と

か
…
。
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
に
固
執

し
、
近
隣
諸
国
の
脅
威
論
を
あ
お

り
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
明
確
な
態
度

は
示
さ
な
い
。 

こ
ん
な
政
府
は
私
た
ち
国
民
の

力
で
変
え
て
い
こ
う
。
今
、
原
水
爆

禁
止
運
動
に
関
わ
れ
る
幸
せ
と
私
た

ち
若
い
世
代
に
か
か
る
責
任
を
か
み

し
め
て
、
学
び
、
行
動
し
て
い
こ
う

と
決
意
を
新
た
に
し
た
２
日
間
だ
っ

た
。
そ
し
て
若
者
が
も
っ
と
こ
の
運

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
き
た
い

。
（
Ｋ
） 

県
民
主
人
公
の
県
政
へ
、
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
へ
の
運
動
を 

  
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
田
中
耕
太
郎
代
表

幹
事
は
、
「
７
月
の
県
知
事
選
挙
は
、
県

民
の
願
い
を
実
現
し
、
落
ち
込
ん
だ
兵
庫

の
経
済
を
立
て
直
し
、
５
５
７
万
県
民
の

生
き
る
希
望
が
持
て
る
県
政
に
す
る
か
ど

う
か
が
問
わ
れ
る
。
福
祉
・
生
活
重
視
と

イ
ン
フ
ラ
補
修
な
ど
、
き
め
細
か
い
公
共

事
業
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
率

先
し
て
進
め
て
、
仕
事
と
雇
用
を
増
や

し
、
経
済
を
上
向
か
せ
る
県
政

を
実
現
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

つ
い
で
、
兵
庫
県
自
治
体
問

題
研
究
所
理
事
長
の
岡
田
章
宏

神
戸
大
学
大
学
院
教
授
が
、

「
新
た
な
地
方
民
主
主
義
の
構

築
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講

演
。
（
２
面
に
大
要
） 

 

地
域
の
会
・
要
求
運
動
の
交

流
の
あ
と
、
石
川
康
宏
代
表
幹

事
が
総
選
挙
後
の
情
勢
を
踏
ま

え
、
加
入
団
体
、
地
域
の
会
、

県
政
の
刷
新
を
願
う
す
べ
て
の

方
へ
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
へ
の

運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

【
参
加
者
の
発
言
】 

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ア
イ

移
転
と
め
よ
う
（
こ
ど
も
病
院

連
絡
会
） 

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ア

イ
移
転
は
県
民
不
在
の
計
画

だ
。
医
師
会
館
で
の
シ
ン
ポ
で

宮
城
県
の
医
師
は
「
高
台
か
ら

沿
岸
部
へ
と
は
信
じ
が
た
い
」

と
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き

ポ
ー
ア
イ
の
市
民
病
院
は
孤
立

し
た
の
に
、
県
は
か
ま
わ
ず
進

め
て
い
る
。
署
名
を
３
万
６
千
提
出
し
た

が
10
万
目
標
に
と
り
く
み
撤
回
め
ざ
す
。 

 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆
発
的
普
及
は
か
る

県
政
に
（
電
力
兵
庫
の
会
） 

 

総
括
原
価
方
式
で
原
発
の
負
担
を
押
し

つ
け
て
き
た
関
電
が
11
・
88
％
の
値
上

げ
を
申
請
。
引
当
金
や
積
立
金
を
と
り
崩

す
べ
き
。
知
事
は
再
稼
動
の
き
っ
か
け
を

つ
く
り
値
上
げ
へ
の
ス
タ
ン
ス
も
酷
い
。

原
発
４
基
分
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
生
か
し
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
か
る
県
政
に
。 

 

総
会
を
開
催
、
く
ら
し
と
の
関
わ
り
で
県

政
学
び
語
り
た
い
（
伊
丹
の
会
） 

 

12

月
に
総
会
を
開
き
活
動
を
再
開
し

た
。
県
政
は
わ
か
り
に
く
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
地
域
の
こ
と
は
自
分
達
の
頭
で
考

え
、
伊
丹
市
民
の
く
ら
し
と
の
関
わ
り
で

県
政
を
学
び
語
っ
て
い
き
た
い
。
２
月
に

も
学
習
会
を
開
き
今
日
の
報
告
も
す
る
。 

 

学
区
拡
大
で
は
さ
ら
に
受
験
競
争
は
激
し

く
な
る
（
新
婦
人
西
宮
支
部
） 

 

署
名
は
全
県
１
万
、
パ
ブ
コ
メ
で
も
８

割
反
対
だ
が
県
は
強
行
し
て
い
る
。
西
宮

で
は
総
合
選
抜
制
廃
止
後
、
高
校
が
競
い

あ
い
、
塾
が
激
増
。
学
区
拡
大
で
成
績
上

げ
な
い
と
遠
く
の
学
校
に
行
か
さ
れ
る
と

さ
ら
に
競
争
が
。
新
署
名
で
反
対
の
声
を

集
め
、
県
民
の
声
を
聞
く
県
政
実
現
を
。 



こ
ど
も
医
療
費
の
運
動
前
進
、
中
３
ま
で

無
料
化
を
（
新
婦
人
県
本
部
） 

 

子
育
て
世
帯
の
賃
金
が
減
り
医
療
費
助

成
は
命
綱
。
対
県
交
渉
で
「
所
得
制
限
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ず
３
万
９
千
円

も
払
っ
た
」
「
前
の
住
所
で
は
無
料
だ
っ

た
の
に
」
な
ど
切
実
な
願
い
を
ぶ
つ
け
、

声
を
上
げ
る
こ
と
が
力
に
な
る
と
実
感
も

し
た
。
９
割
の
県
内
市
町
が
上
乗
せ
し
10

市
町
が
通
院
無
料
。
県
と
し
て
中
３
ま
で

医
療
費
無
料
化
を
。 

 

医
療
守
る
運
動
と
連
携
し
、
命
守
る
知
事

の
誕
生
へ
（
丹
波
の
会
） 

 

医
師
不
足
と
病
院
機
能
の
低
下
で
救
急

搬
送
先
を
探
す
の
も
困
難
。
命
を
守
る
こ

と
が
厳
し
い
中
、
日
赤
病
院
と
県
立
柏
原

病
院
が
統
合
さ
れ
る
計
画
。
統
合
で
「
機

能
充
実
で
な
く
数
が
減
る
だ
け
に
な
る
の

で
は
」
と
市
民
か
ら
不
安
の
声
。
医
療
を

守
る
市
民
運
動
と
、
命
を
守
る
知
事
誕
生

に
頑
張
る
。 

 

今
日
を
機
に
県
政
の
活
動
を
活
発
に
（
灘

区
の
会
） 

昨
年
幹
事
会
を
２
回
開
き
、
独
自
ビ
ラ

を
各
団
体
の
機
関
紙
に
折
り
込
ん
だ
。
灘

で
は
、
神
鋼
石
炭
火
力
発
電
の
連
絡
会
や

中
学
校
給
食
、
原
発
ゼ
ロ
の
準
備
会
な
ど

の
要
求
実
現
の
取
り
組
み
も
あ
る
が
、
今

日
を
機
に
「
憲
法
県
政
の
会
」
の
活
動
を

活
発
に
し
て
い
き
た
い
。 

「こども医療費助成の拡充」など求

め県交渉 ‐県「行革」ストップ連絡会‐  
 「県民いじめの『行

革』ストップ！要求実現

連絡会」は１２月下旬、

県施策の充実を求め連続

して交渉を行いました。 

 教育分野では、高校通

学区の拡大をしないこ

と、教育予算の削減をや

めること、ゆきとどいた教育へ少人数学級の実現などを要求。 

 福祉・医療分野の交渉には、子ども２人を含め３５人が参加。

県立こども病院の移転計画中止、こども医療費助成制度の拡充な

どを求めました。また、重度障害者医療費助成制度の所得制限を

「自立支援法」に準拠したため全国で最も所得制限が厳しい県に

なっていることの改善を要求しました。産業・雇用分野では、

「公契約条例」の制定、天井知らずの大企業補助金の見直し、

「中小企業振興基本条例」の制定などを求めました。原発問題で

は、ベストミックス論の克服を強く意見しました。また交渉に先

立ち、県庁前で出勤する県職員に「ごいっしょに県民本位の施策

を充実させていきましょう」と呼びかけました。 

 「変えよう！兵庫県政」 第１０号 ２０１３年２月４日（２） 

新たな地方民主主義の構築をめざして 
岡田章宏 兵庫県自治体問題研究所理事長・神戸大学大学院教授 

すべての運動を2000人の集い
《４月２６日（金）夜、神戸文化

大ホール》に結集しよう 
 

【今後の主な予定】 

全県いっせい宣伝行動 

  ３月１７日（日） 

「ウィーラブ兵庫⑥」発刊  

  ２０１３年３月下旬 

２０００人の集い  

  ４月２６日（金）夜   

  神戸文化大ホール 

 「官から民へ」「国から地方へ」のスローガン

で「地方分権」改革・「地域主権」改革が進めら

れている。１９９３年の行革審「最終答申」を起

点とした、この改革の本質はどこにあるのか――

「暴走する資本主義」ともいうべき事態が進展

し、地方自治体の役割そのものが変えられようと

している。 

 ９０年代から、ヒト・モノ・カネ・情報の地球

規模の移動、企業の多国籍化と金融資本の全面展

開が進んでいる。そのもとで、人口の流動化と地域コミュニティーの解体、

労働の流動化と貧困の拡大など、地方自治体が果たすべき役割は大きくなっ

ている。しかし、財政赤字を口実に、「官から民」の動きが加速し、船の

「漕ぎ手」から「舵取り」役へと自治体の役割が変えられようとしている。 

 地方自治体は、「地域経済の活性化」として、大企業誘致のための経済的

支援を進めている。誘致が成功しても、尼崎市のパナソニックや三重県亀山

市のシャープなどで明らかなように、安定した雇用は望めず、地元への技術

移転も進んでいないのが実情だ。しかし、この方向に、さらに財源と権限を

集中しようとするのが、地方自治改革の最大のテーマとなっている。 

 また、新自由主義的改革の新段階として、首長の権限を強める権威主義的

体制の構築、「ポピュリスト型首長」による民主主義「劣化」の問題、「大

阪都構想」にみられるような財源・権限を集中させる大都市制度の見直しが

すすめられようとしている。 

 大阪の橋下市長は「関西で２０００万人、ＧＤＰで韓国に匹敵する都市に

し、世界との都市間競争、都市経営をする。これが僕の広域行政の最終ゴー

ル」と、そのねらいを語っている。 

 これにどのような対抗軸を構築すべきか。①「自己責任」論のまんえんに

よって「個人」が自らの苦境を政治的な問題として主張できなくなってい

る、逆に、②「企業」の政治的力が飛躍的に増大し、③「政治」が社会の関

心や利害を反映させる能力を喪失した――こうした「民主主義にかかわる実

態」の再構築が必要だ。 

 「住民主人公の地方自治」の構築にむけて、「いかなる人も尊厳ある人生

を送るべき」という認識を共有し、人間社会は「自立」と「依存」の同時存

在によって成り立っているという、当たり前の事実から「自己責任」論の

「虚妄性」を暴露し、その呪縛から抜け出すことが必要ではないか。 

公的責任が必要不可欠であり、住民と公務労働者の連携、多様な意見を反

映させる「熟議民主主義」が大切だ。「個人」が抱える矛盾を正確に捕そく

し、「企業」に依存することなく自立的に解決の道筋を発見しうる新たな

「政治」力の構築が求められている。 

「
原
発
な
く
せ
」
の
青
年
の
願
い
大
切
に

（
ゼ
ロ
こ
ね
っ
と
） 

関
電
神
戸
支
店
前
行
動
は
30
回
を
数
え

延
べ
４
千
人
が
参
加
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

で
発
信
し
、
思
想
信
条
を
超
え
て
広
が
っ

た
。
一
方
「
原
発
は
な
く
せ
の
る
か
」
な

ど
青
年
の
模
索

も

続

い

て

い

る
。
願
い
を
大

切
に
そ
れ
を
知

事
選
の
投
票
に

結
び
つ
け
る
た

め
「
聞
く
力
と

展

望

を

語

る

力
」
が
重
要
。 


